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まちの家計簿を審 査しました！

施策の効果をたしかめる
－平成２７年度決算を認定－

　平成２８年第３回定例会は９月７日から１５日までの９日間の会期で開か
れました。本定例会では、平成２７年度決算をはじめ、補正予算、教育委
員会委員の任命、農業委員会委員の任命など２７議案について審議し、原
案のとおり全会一致で可決しました。
　一般質問では、５人の議員が町づくり、教育、農業などについて町の
考えをただしました。

９月定例会

平成27年度の平成27年度の平成27年度の平成27年度の

主な実績主な実績主な実績主な実績

町民武道館耐震補強工事

簡易給水施設紫外線処理施設整備工事（用地区）
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まちの家計簿を審 査しました！

－財政は健全性を確保－

中央公民館改築事業

藤田住宅団地整備事業 大頭森線災害復旧工事

左沢楯山城跡保存整備事業
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９月定例会
１　
平
成
２７
年
度
の
財
政
健

全
化
判
断
率

・
一
般
会
計
の
実
質
赤
字
額

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
で
あ
る
実
質
赤
字
比
率

は
、
実
質
収
支
額
が
黒
字
で

あ
り
ま
し
た
の
で
「
赤
字
な

し
」
で
あ
り
ま
す
。

・
一
般
会
計
の
ほ
か
、
７
つ

の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会

計
を
対
象
と
す
る
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
に
つ
い
て
も
、

実
質
収
支
額
が
黒
字
と
な
っ

て
お
り
「
赤
字
な
し
」
で
あ

り
ま
す
。

・
一
般
会
計
が
負
担
す
る
元

利
償
還
金
及
び
準
元
利
償
還

金
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率
で
あ
る
実
質
公
債
比

率
は
、
６
・
２
％
で
あ
り
、

早
期
健
全
化
基
準
の
２５
％
を

下
回
り
ま
し
た
。

２　
左
沢
駅
前
公
有
地
の
活

用
　

左
沢
駅
前
公
有
地
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
町
が
建
物
を

整
備
し
、
使
用
料
を
事
業
者

よ
り
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
前
提
と
し
て
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
を
展
開
す
る
事
業

者
と
出
店
に
向
け
協
議
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
、
地
域
で
の
日

常
の
買
い
物
に
不
便
を
感
じ

て
い
る
町
民
の
方
々
へ
の
対

策
と
し
て
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
の
店
舗
に
生
鮮
食
料
品

を
出
し
て
い
た
だ
け
る
町
内

業
者
が
い
な
い
の
か
、
商
工

会
及
び
商
店
街
の
方
々
と
協

議
を
重
ね
、
可
能
性
を
探
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

・
一
般
会
計
が
将
来
負
担
す

る
「
実
質
的
な
負
債
」
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

で
あ
る
将
来
負
担
比
率
は
、

早
期
健
全
化
基
準
の
３
５
０

％
を
大
き
く
下
回
る
５１
・
７

％
で
あ
り
、（
い
ず
れ
の
指
標

に
お
い
て
も
）
良
好
な
財
政

状
況
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
出
店
で

き
る
町
内
業
者
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
負
担

す
る
使
用
料
の
設
定
な
ど
の

諸
条
件
が
整
わ
な
か
っ
た
た

め
、
合
意
に
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

今
後
も
、
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
商
業

施
設
以
外
の
選
択
肢
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

行
政

告
町長

さ
ら
に
財
政
の
健
全
化
に
努
め
る

報

駅
前
公
有
地
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

は
合
意
に
至
ら
ず
！
白
紙
と
な
る

まちの財政力と用語の説明
年　度

区　分 ２６ ２7 説　　　　　　　明

財政力指数 ０．２７０ ０．２６５
町の財政力を示す指数で、指数が高いほど財源に余裕
があるとされている。１を超えると普通交付税の交付
を受けられなくなる。

経常収支比率 ８５．６ ７８．８
毎年度経常的に収入される一般財源のうち、毎年度経
常的に支出される経費に充当されたものが占める割合
で、財政構造の弾力性を示しており、比率が低いほど
弾力性があるとされる。

自主財源比率 ２７．５ ２４．５
町が自らの権能を行使して調達しうる財源（町税や使
用料及び手数料等）で、この割合が大きいほど財政運
営の自主性が高まる。

経常一般財源比率 １０２．５ １０４．９ １００％を超える度合いが高いほど、歳入構造にゆと
りがあることを示す。

公債費比率 ５．７ ２．９ 公債費（借金の返済）に充てられる一般財源の額の標
準財政規模に占める割合

健全財政を維持

町
民
の
声
を
！！
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○ 

議
第
７９
号

　
大
江
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

　

大
江
町
教
育
委
員
会
委
員

　

鈴
木　

正
洋　

氏

　

（
諏
訪
原
区
）

　

鈴
木
正
洋
委
員
は
、
平
成

２８
年
９
月
２８
日
を
も
っ
て
任

期
が
満
了
と
な
る
に
伴
い
、

適
任
と
認
め
、
全
会
一
致
で

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

○ 

議
第
８０
号
～
９２
号

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

法
改
正
に
よ
り
、
農
業
委

員
会
委
員
の
選
出
方
法
が
公

職
選
挙
法
に
よ
る
選
出
か
ら

町
長
に
よ
る
選
任
制
と
な
り
、

議
会
に
対
し
て
同
意
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

農
業
委
員
は
、
主
な
役
割

と
し
て
農
地
の
権
利
移
転
・

利
用
権
の
設
定
の
許
可
や
転

用
等
を
審
議
し
ま
す
。

　

任
期
は
３
年
で
す
。

　

１３
人
の
方
を
適
任
と
認
め
、

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
命
さ
れ
た
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
に
鈴
木
氏

今
後
の
教
育
行
政
に
期
待
！

１３
人
の
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
合
意

さ
ら
な
る
農
業
の
発
展
に
！

写
真
の
前
列
右
か
ら

○ 

明
石　

永
七　

氏（
１２
区
）

○ 

荒
木　

由
美
さ
ん

（
月
布
区
）

○ 

大
泉　

晴
稔　

氏

（
堂
屋
敷
区
）

○ 

菊
地　

敏
美　

氏
（
深
沢
区
）

○ 

菊
地　

美
津
雄　

氏

（
深
沢
区
）

後
列
右
か
ら

○ 

公
平　

友
和　

氏

（
小
漆
川
区
）

○ 

鈴
木　

一
郎　

氏
（
楢
山
区
）

○ 
伊
藤　

真
人　

氏
（
小
見
区
）

○ 

鈴
木　

惠
理
子
さ
ん

（
伏
熊
区
）

○ 

鈴
木　

文
雄　

氏

（
下
北
山
区
）

新たに任命された農業委員

○ 

西
田　

和
之　

氏（
９
区
）

○ 

堀　
　

陽
一　

氏
（
富
沢
区
）

○ 

松
田　
　

繁　

氏
（
貫
見
区
）
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一般会計61億円を審査
財政調整基金（町の貯金）は＝８億６１２万円に＝

９月定例会

歳入61億7,087万円　歳出58億7,947万円

歳入総額－歳出総額＝2億9,140万円

歳出総額84億4,071万円
（一般会計・特別会計）

内・一般会計

町税
7億6,981万円(12.5%）
町税
7億6,981万円(12.5%）

地方譲与税
6,114万円(1.0%）
地方譲与税
6,114万円(1.0%）

各種交付金
1億7,382万円(2.8%）
各種交付金
1億7,382万円(2.8%）

その他
1億5,669万円(2.5%）
その他
1億5,669万円(2.5%）

国庫支出金
6億4,626万円(10.5%）
国庫支出金
6億4,626万円(10.5%）

繰入金
3億2,067万円
(5.2%）

繰入金
3億2,067万円
(5.2%）

繰越金
2億6,462万円
(4.3%）

繰越金
2億6,462万円
(4.3%）

町債
9億7,450万円
(15.8%）

町債
9億7,450万円
(15.8%）

県支出金
4億3,512万円
(7.0%）

県支出金
4億3,512万円
(7.0%）

地方交付税
23億6,824万円
(38.4%）

地方交付税
23億6,824万円
(38.4%）

議会費
9,228万円(1.6%）
議会費
9,228万円(1.6%）

災害復旧費
1億9,855万円
(3.4%）

災害復旧費
1億9,855万円
(3.4%）

諸支出金
2,809万円(0.5%）
諸支出金
2,809万円(0.5%）

総務費
11億1,167万円
(18.9%）

総務費
11億1,167万円
(18.9%）

民生費
11億2,887万円
(19.2%）

民生費
11億2,887万円
(19.2%）

衛生費
2億2,245万円(3.8%）
衛生費
2億2,245万円(3.8%）

商工業費
1億3,351万円(2.3%）
商工業費
1億3,351万円(2.3%）

歳入
61億7,087万円61億7,087万円61億7,087万円61億7,087万円

歳出
58億7,947万円58億7,947万円58億7,947万円58億7,947万円

消防費
1億7,853万円
(4.2%）

消防費
1億7,853万円
(4.2%）

公債費
4億4,984万円
(7.6%）

公債費
4億4,984万円
(7.6%）

教育費
11億8,929万円
(20.2%）

教育費
11億8,929万円
(20.2%）

農林水産業費
3億9,788万円
(6.8%）

農林水産業費
3億9,788万円
(6.8%）

土木費
7億3,950万円(12.6%）
土木費
7億3,950万円(12.6%） 労働費

901万円(0.1%）
労働費
901万円(0.1%）
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平成２７年度決算

会　　　計　　　名 歳入（収入）額 歳出（支出）額

国民健康保険 １０億　３８７万円 ９億３，０８８万円

後期高齢者医療 ９，３１３万円 ９，１３７万円

介護保険 １０億２，０４２万円 ９億９，０２６万円

宅地造成事業 １億５，６４３万円 １億４，３３４万円

簡易水道事業 ７，００９万円 ６，７４４万円

公共下水道事業 ３億　　２３４万円 ２億９，６２５万円

農業集落排水事業 ４，３２６万円 ４，１７０万円

水道事業 ３億２，０８５万円 ４億３，４１２万円

※�水道事業の不足額については、当年度消費税資本的収支調整額、過年度損益勘定留保資金、当年度損益勘定
留保資金で補てん。

歳入総額88億6,041万円
（一般会計・特別会計）

認
定

町民税
3億3,194万円
(43.1%）

町民税
3億3,194万円
(43.1%）

町税の内訳
7億6,981万円7億6,981万円7億6,981万円7億6,981万円

固定資産税
3億5,006万円
(45.5%）

固定資産税
3億5,006万円
(45.5%）

軽自動車税
2,358万円
(3.0%）

軽自動車税
2,358万円
(3.0%）

町たばこ税
4,588万円
(6.0%）

町たばこ税
4,588万円
(6.0%）

入湯税
47万円
(0.1%）

入湯税
47万円
(0.1%）

都市計画税
1,788万円
(2.3%）

都市計画税
1,788万円
(2.3%）

町民1人あたりの
町債残高
（一般会計）

59万8,527円59万8,527円59万8,527円59万8,527円

特別会計・水道事業会計
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決算の徹底チェック
（決算特別委員会）

９月定例会

　
　
ズ
バ
リ
指
摘

　
平
成
２７
年
度
決
算
を
審
査
す
る
た
め
、
決
算
特
別
委
員
会
を
９
月
１３

日
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
委
員
長
に
佐
藤
敏
春
議
員
、
副
委
員
長
に
安
食
幸
治
議
員
を
選
任
し
、

委
員
会
は
１３
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
・
特

別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
９
会
計
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
長

佐
藤　
敏
春　
議
員

「
や
ま
さ
ぁ
～
べ
」
の

利
用
状
況
は
順
調

安
食
委
員　

オ
ー
プ
ン
し
て

か
ら
の
「
や
ま
さ
ぁ
～
べ
」

の
利
用
状
況
は
。

政
策
推
進
課
長　

来
館
者
数

は
４
，
５
４
３
人
、
利
用
回

数
は
１
３
６
回
（
団
体
）
、

宿
泊
は
６
１
４
人
、
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
３
４
０
人
、
小

学
生
か
ら
大
学
生
、
各
種
団

体
と
多
く
の
方
か
ら
利
用
し

総
務
費

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
職
員
の
時
間
外
手
当
に

精
査

毛
利
委
員　

職
員
給
与
の
時

間
外
手
当
は
ど
の
位
か
。

総
務
課
長　

平
成
２７
年
度
は
、

２
，
３
１
０
万
円
程
度
が
時

間
外
手
当
で
す
。
年
度
に
よ

り
、
災
害
の
あ
る
年
や
、
選

挙
の
年
も
あ
る
の
で
一
概
に

年
度
の
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
。

毛
利
委
員　

職
員
の
数
の
少

な
さ
を
、
時
間
外
手
当
で
支

払
う
の
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

ご
指
摘
は
１
人

当
た
り
年
間
２０
万
円
と
捉
え

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
月
換

算
の
時
間
数
に
よ
れ
ば
他
市

町
よ
り
少
な
い
の
で
は
な
い

か
と
把
握
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
人
員
の
配
置
に
工
夫

を
し
て
い
き
ま
す
。

景
観
づ
く
り
基
金
の
運

用
は

宇
津
江
委
員　

景
観
づ
く
り

基
金
は
５
，
０
０
０
万
円
を

目
標
と
し
て
い
る
が
、
達
成

後
に
基
金
の
積
立
は
止
め
る

の
か
。

政
策
推
進
課
長　

景
観
づ
く

り
基
金
へ
の
積
立
金
は
目
標

額
を
５
，
０
０
０
万
円
と
し
、

教
育
委
員
会
所
管
の
重
要
文

化
的
景
観
関
連
の
事
業
や
屋

根
の
塗
装
、
土
塀
の
修
理
等

の
補
助
の
財
源
と
し
て
調
整

し
な
が
ら
活
用
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

 

歳　
出

月布川でのリバートレッキング
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－町民のくらしに税金はどういかされた－

ソ
ー
ラ
パ
ネ
ル
の
効
果

は宇
津
江
委
員　

役
場
庁
舎
に

設
置
し
た
効
果
は
。

総
務
課
長　

庁
舎
の
バ
ッ
テ

リ
ー
の
充
電
を
優
先
的
に
考

え
て
お
り
、
余
裕
が
出
て
く

れ
ば
、
庁
舎
の
電
気
と
し
て

使
用
し
ま
す
。
年
間
で
１５
万

円
位
の
節
電
効
果
が
あ
り
ま

す
。

柏
陵
荘
の
運
営
は

松
田
委
員　

工
事
請
負
費
と

あ
る
が
、
工
事
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長　

柏
陵
荘
の

給
湯
管
修
繕
と
ポ
ン
プ
の
交

換
で
す
。

松
田
委
員　

藤
田
に
、
温
泉

施
設
２
カ
所
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長　

柏
陵
荘
も

多
く
の
利
用
客
が
あ
り
ま
す
。

　

経
費
面
で
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
こ
こ
数
年
で
検
討
す

る
時
が
来
る
と
思
い
ま
す
。

山
菜
レ
シ
ピ
集
を
作
成

宇
津
江
委
員　

全
国
山
菜
サ

ミ
ッ
ト
は
町
内
外
か
ら
の
参

加
者
を
得
て
、
成
功
裡
に
終

了
し
た
。
今
後
の
山
村
活
性

化
支
援
交
付
金
を
活
用
し
た

事
業
は
。

農
林
課
長　

町
内
に
山
菜
等

利
活
用
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
を
設
置
し
、
東
京
の
中
華

料
理
店
酒
家
「
華
福
寿
」
久

保
木
シ
ェ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
得
て
、
大
江
町
産
の
山
菜

を
活
用
し
た
本
町
な
ら
で
は

の
山
菜
レ
シ
ピ
集
を
作
成
し
、

山
菜
の
販
路
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
に
山
菜
を

植
栽

松
田
委
員　

七
軒
、
柳
川
地

区
で
の
耕
作
放
棄
地
の
活
用

と
温
泉
の
廃
湯
を
利
用
し
た

産
業
が
で
き
な
い
か
。

農
林
課
長　

柳
川
地
区
の
水

田
に
山
菜
を
植
栽
出
来
な
い

か
検
討
中
で
す
。
温
泉
の
廃

湯
に
つ
い
て
も
、
ど
の
よ
う

に
利
用
で
き
る
か
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

新
規
就
農
者
住
宅

伊
藤
委
員　

新
規
就
農
住
宅

工
事
と
は
。

農
林
課
長
　
三
郷
地
区
に
建

設
し
た
１
棟
に
な
り
ま
す
。

（
賃
貸
住
宅
）

伊
藤
委
員　

新
規
就
農
者
だ

け
で
は
な
く
、
町
に
戻
っ
て

き
た
若
者
に
も
何
か
支
援
が

で
き
な
い
か
。

町
長
　
他
力
本
願
が
よ
い
の

か
、
住
宅
団
地
の
購
入
者
に

は
２
５
０
万
円
出
し
て
い
ま

す
が
、
税
の
公
平
感
を
考
え

検
討
中
で
あ
り
、
全
て
補
助

を
当
て
に
す
る
の
は
ど
う
か

と
思
い
ま
す
。

民
生
費

農
林
水
産
業
費

重要建築物の軒下修理

柏陵荘のロビー

昨年の山菜サミットパネルディスカッション

耕作放棄地を活用したワラビ畑
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９月定例会
大
江
町
型
住
宅
の
推
進

毛
利
委
員　

大
江
町
型
住
宅

の
委
託
料
の
中
身
は
。

農
林
課
長　

テ
ル
メ
柏
陵
に

あ
る
展
示
住
宅
の
運
営
委
託

料
で
す
。
西
山
杉
の
利
用
促

進
に
向
け
て
の
モ
デ
ル
展
示

で
、
産
業
振
興
公
社
に
委
託

し
て
い
ま
す
。
住
宅
の
受
注

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
民

間
で
一
軒
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で

数
件
の
施
行
が
あ
り
、
西
山

杉
の
利
用
も
、
町
内
の
住
宅

へ
の
利
用
を
は
じ
め
増
え
て

き
ま
し
た
。

観
光
ヤ
ナ
の
継
続
は

安
食
委
員　

観
光
ヤ
ナ
で
の

鮎
の
捕
獲
数
と
販
売
額
は
。

政
策
推
進
課
長　

平
成
２７
年

度
の
捕
獲
数
は
３
，
５
９
５

匹
で
販
売
額
は
鮎
の
塩
焼
き
、

売
店
他
で
３
２
８
万
円
と
報

告
を
受
け
て
い
ま
す
。

伊
藤
委
員　

観
光
ヤ
ナ
の
補

修
や
稚
魚
の
放
流
な
ど
に
、

１
，
１
０
０
万
円
位
か
か
っ

て
い
る
が
ど
う
な
の
か
。
事

業
そ
の
も
の
を
再
考
す
る
時

で
は
。

町
長　

ふ
る
さ
と
観
光
の
役

員
と
話
を
し
て
お
り
、
い
っ

た
ん
休
ん
だ
り
、
撤
退
す
れ

ば
再
開
す
る
時
に
、
国
交
省

よ
り
再
度
許
可
が
得
ら
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大

が
か
り
な
補
修
は
今
回
が
最

後
と
考
え
て
い
ま
す
。

花
火
大
会
１
０
０
回
記

念
に
向
け
て

菊
地
委
員　

夏
祭
り
大
会
負

担
、
協
力
金
に
つ
い
て
。

政
策
推
進
課
長　

平
成
２７
年

度
の
夏
祭
り
決
算
は
、
２
，

０
２
３
万
円
、
花
火
に
は
１
，

０
６
７
万
円
、
協
賛
金
と
し

て
一
般
寄
付
が
９
６
６
万
円
、

町
民
協
力
金
（
全
戸
）
２
５

０
万
円
で
す
。
約
８
万
人
の

方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

菊
地
委
員　

今
年
で
９４
回
だ

が
、
１
０
０
回
記
念
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

政
策
推
進
課
長　
１
０
０
回

記
念
に
向
け
て
は
、
役
場
主

体
で
は
な
く
、
住
民
参
加
、

住
民
主
体
の
祭
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
寄
付
金
に
つ

い
て
は
、
区
長
さ
ん
、
実
行

委
員
の
方
々
の
ご
尽
力
で
１
，

０
０
０
万
円
を
確
保
し
て
い

る
が
、
１
０
０
回
目
に
向
け
、

新
し
い
協
賛
者
の
掘
り
起
こ

し
を
し
て
い
き
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
イ
ベ

ン
ト
の
継
続
を

安
食
委
員　

過
去
３
年
間
の

動
員
数
と
今
後
の
方
向
性
は
。

政
策
推
進
課
長　

こ
こ
数
年

４
，
５
０
０
人
程
度
で
す
。

４
年
前
は
レ
ト
ロ
な
街
並
み

に
触
れ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト

で
始
め
ま
し
た
が
、
今
後
は
、

他
の
イ
ベ
ン
ト
と
抱
き
合
わ

せ
に
よ
り
誘
客
に
努
め
ま
す
。

商
工
費

西山杉の香りがする大江町型住宅
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　平成27年度一般会計・特別会
計及び水道事業会計の予算執行
については、おおむね適正にお
こなわれていると認められる。
　また財政運営の状況について
は、実質公債費比率が6.2％、
将来負担比率が51.7％と早期健
全化基準を大きく下回った。そ
の他の判断比率である実質赤字
比率、連結実質赤字比率、資金
不足比率についても、赤字や資
金不足は生じていないことから
状況は良好である。
　本町の歳入状況は、自主財源
の割合が年々減少し、主である
町税は前年度比1.4％減となる
など厳しい状況にある中、歳出
の抑制などに努め、実質単年度
収支は8,827万4,000円となり、
財政健全化に努力されたものと
認められる。
　今後も、効果的な事業実施と
予算の執行、効率的な行政運営
と財政の健全化を確保しながら、
町政発展、町民福祉の向上に努
力されたい。

政
策
推
進
課
長　

町
内
の
大

山
公
園
、
楯
山
公
園
（
日
本

一
公
園
）
、
テ
ル
メ
柏
陵
、

最
上
川
の
川
べ
り
等
の
桜
の

管
理
で
す
。
植
栽
に
つ
い
て

も
、
農
林
課
と
も
協
議
を
行

い
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

除
雪
費
は
前
年
度
よ
り

４
割
減

伊
藤
委
員　

昨
年
度
は
降
雪

が
少
な
か
っ
た
。
除
雪
費
と

待
機
料
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
水
道
課
長　

平
成
２６
年

度
よ
り
、
委
託
料
や
賃
金
と

も
４
割
減
で
す
。

土
木
費

大
江
に
桜
の
名
所
を

関
野
委
員　

桜
の
名
所
づ
く

り
事
業
負
担
金
と
は
。

　

ま
た
、
桜
の
古
木
が
多
く

な
っ
て
き
た
が
、
植
栽
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　

待
機
料
は
除
雪
機
械
１
台

に
付
き
、
１２
月
１５
日
か
ら
３

月
１５
日
ま
で
の
支
払
い
で
す
。

少
子
化
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
行
事
の
区
割
り
は

菊
地
委
員　

少
子
化
に
鑑
み
、

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
お

け
る
地
区
の
区
割
り
に
つ
い

て
は
。

教
育
文
化
課
長　

区
割
り
に

つ
い
て
は
、
現
在
１２
区
割
り

で
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
支
部
ご
と
に
参
加

で
き
な
い
時
は
、
連
合
チ
ー

ム
で
の
参
加
も
良
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
区
割
の

変
更
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載

は安
食
委
員　

平
成
２７
年
度
の

左
沢
高
校
支
援
補
助
金
の
実

績
と
、
こ
の
補
助
金
を
町
や

左
沢
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
載
せ
て
い
る
の
か
。

教
育
文
化
課
長　

平
成
２７
年

度
は
、
町
外
の
６５
人
の
生
徒

が
利
用
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
は
、

確
認
を
し
て
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

さ
ら
に
新
し
い
団
地
を

模
索

松
田
委
員　

こ
れ
ま
で
の
、

藤
田
団
地
の
販
売
状
況
と
今

後
の
宅
地
造
成
に
対
す
る
方

向
性
は
。

テルメ柏陵の桜

監 査 の 意 見

代表監査委員
安　藤　　宏 氏

政
策
推
進
課
長　

藤
田
団
地

は
２１
区
画
中
１４
区
画
が
分
譲
、

残
り
は
７
区
画
で
す
。
購
入

者
は
町
内
１０
人
、
町
外
４
人

で
す
。

　

新
し
い
団
地
に
つ
い
て
は
、

平
成
２９
年
度
に
候
補
地
を
選

定
、
平
成
３０
年
に
測
量
、
用

地
買
収
等
を
検
討
し
て
お
り

ま
す
。

毛
利
委
員　

職
員
の
時
間
外

手
当
が
２
，
３
１
０
万
円
、

款
ご
と
に
差
が
あ
る
も
の
の
、

不
要
額
を
何
百
万
円
も
出
し

て
い
る
事
業
が
見
ら
れ
る
。

事
務
機
構
の
見
直
し
の
時
期

と
考
え
る
が
。

町
長　

平
成
２４
年
度
に
事
務

機
構
の
見
直
し
を
行
っ
て
５

年
目
を
向
え
る
が
、
現
状
を

分
析
し
、
副
町
長
を
中
心
に

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 総　

括

教
育
費

団
地
の
計
画

町縦断駅伝スタート
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統合に向けて整備されるわかば保育園

議案審議
一般会計補正予算（第３号）

　補正予算は、一般会計・特別会計が提案されました。
　一般会計の補正は歳入歳出に３億２，１９０万円を追加し、総額
５５億４，１９０万円とするものです。
　採決の結果、すべて全員賛成で原案のとおり可決しました。

⃝次世代育成支援対策施設整備交付金 289万円
　（わかば保育園に子育て支援センターを整備するため）
⃝ふるさとまちづくり寄附金（追加） 2,000万円
⃝町有施設整備基金繰入金（追加） 3,000万円
⃝前年度繰越金（追加） ２億3,548万円
⃝公立保育所整備事業費 4,410万円
　（わかば保育園の統合に向けた整備費用）

⃝財政調整基金（追加） １億２，６１１万円
⃝ふるさとまちづくり寄附謝礼 １，０００万円
　（ふるさと納税者に対する謝礼）
⃝ふるさとまちづくり寄附基金 ２，０００万円
⃝施設改修等工事費 １億４，６９６万円
　（わかば保育園の増改築）
⃝やまがた地鶏振興事業補助金（追加） ２００万円
　（新たに、やまがた地鶏飼育事業をされる１人に補助）

歳　入

歳　出

主な補正予算

９月定例会

議会だより　おおえ　第141号 12



鳥
獣
被
害
対
策
を

宇
津
江
議
員　

毎
日
の
よ
う

に
、
県
内
各
地
に
熊
の
出
没

が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

購
入
す
る
捕
獲
用
の
檻お

り
は

何
基
で
、
そ
の
対
策
を
伺
う
。

農
林
課
長　

新
た
に
３
基
を

購
入
し
、
猟
友
会
が
所
有
し

て
い
る
４
基
を
合
わ
せ
７
基

と
な
り
ま
す
。

　

設
置
後
は
、
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
員
に
よ
り
毎
日
確

認
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は

７
～
８
基
に
対
応
す
る
の
が

限
界
で
す
。

宇
津
江
議
員　

確
認
は
、
檻

を
設
置
し
た
地
区
の
方
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
は
。

農
林
課
長　

設
置
し
た
場
所

の
土
地
所
有
者
の
方
に
も
協

力
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

伊
藤
議
員　

川
鵜
の
被
害
が

多
く
、
対
策
は
ど
う
な
の
か
。

そ
の
実
態
を
把
握
し
、
調
査

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

農
林
課
長　

今
回
の
補
正
金

額
は
、
空
気
銃
１
丁
の
補
助

金
で
す
。
近
年
川
鵜
が
増
殖

し
、
鮎
を
放
流
す
る
と
す
ぐ

に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
後
、
漁
協
と
協
力
し
て
対

策
を
検
討
し
ま
す
。

毛
利
議
員　

山
形
地
鶏
振
興

事
業
補
助
金
２
０
０
万
円
の

内
容
は
。

農
林
課
長　

や
ま
が
た
地
鶏

に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
い
う
若
者
へ
の
支

援
で
す
。
鶏
舎
ハ
ウ
ス
２
棟

分
で
１
／
２
の
補
助
で
す
。

関
野
委
員　

地
鶏
の
生
産
に

関
し
て
は
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
補
助
を
考
え
て
い
く
の

か
。

農
林
課
長　

今
後
も
、
生
産

拡
大
に
向
け
て
考
え
て
い
き

ま
す
。

松
田
議
員　

保
育
園
を
統
合

す
る
方
向
で
進
ん
で
い
る
。

説
明
会
に
、
参
加
者
か
ら
出

席
困
難
な
日
時
に
設
定
さ
れ

て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
声

が
聞
こ
え
て
き
た
。
当
日
は

何
名
の
出
席
だ
っ
た
の
か
。

そ
れ
か
ら
、
町
民
に
親
切
で
、

丁
寧
な
説
明
会
を
お
願
い
し

た
い
。

健
康
福
祉
課
長　

説
明
会
は

平
日
の
夕
方
か
ら
行
い
ま
し

た
。
１４
人
程
度
の
出
席
だ
っ

た
思
い
ま
す
。
今
後
、
不
信

感
を
招
か
な
い
よ
う
に
対
応

し
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
き

ま
す
。

菊
地
議
員　

ふ
る
さ
と
納
税

に
関
し
て
で
す
が
、
「
返
礼

品
と
経
費
、
そ
の
ほ
か
の
人

件
費
を
考
え
る
と
手
元
に
残

る
金
額
は
い
さ
さ
か
だ
。
」

と
い
う
考
え
の
人
も
い
る
よ

う
だ
。
私
は
、
ひ
と
・
も

の
・
仕
事
が
動
き
、
地
域
活

性
化
の
最
た
る
も
の
だ
と
思

う
。
ま
た
、
寄
付
金
の
全
額

が
粗あ

ら
利り

益え
き

で
あ
る
。

政
策
推
進
課
長　

今
年
度
は

３
，
０
０
０
件
を
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。
今
現
在
で
は
約

２
，
０
０
０
件
で
す
。
平
成

２７
年
度
は
寄
付
金
の
６７
％
が

返
礼
品
と
経
費
に
掛
か
っ
て

い
ま
す
。
（
職
員
の
経
費
は

見
て
い
ま
せ
ん
）
今
後
、
新

規
就
農
者
の
生
産
物
な
ど
も

進
め
て
い
き
ま
す
。

安
食
議
員　

福
祉
協
議
会
の

予
算
で
、
人
件
費
が
減
と
な

っ
た
が
、
今
年
度
以
降
も
こ

の
体
制
で
行
く
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

本
年
度
は

町
の
職
員
が
出
向
し
ま
し
た

が
来
年
度
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
の
話
し
合
い
で
決
め

て
い
き
ま
す
。

補
正
予
算
の
質
疑

黒森地区に設置された熊捕獲用のおり

　

６
月
２７
日
、
寒
河
江
市
役

所
議
場
に
て
開
催
さ
れ
、
河

北
分
署
の
消
防
ポ
ン
プ
車
１

台
を
更
新
し
配
備
さ
れ
ま
す
。

購
入
価
格
・
３
，
８
２
３
万
円

　

８
月
３
日
、
県
国
保
会
館

に
て
開
催
、
平
成
２７
年
度
の

決
算
認
定
、
補
正
予
算
、
不

服
審
査
条
例
に
つ
い
て
提
案

説
明
後
、
質
疑
、
討
論
、
採

諸
般

告

１　
西
村
山
広
域
行
政
事

　
務
組
合
第
２
回
臨
時
会

２　
山
形
県
後
期
高
齢
者

　
　
医
療
広
域
連
合
議
会

報
の

決
し
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

７
月
２０
日
か
ら
２２
日
に
か

け
て
、
北
海
道
江
差
町
と
白

老
町
議
会
を
訪
問
、
研
修
し

ま
し
た
。

（
報
告
の
詳
細
に
つ
い
て
は

２０
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

７
月
１９
日
か
ら
２１
日
に
か

け
て
、
北
海
道
仁
木
町
と
江

差
町
議
会
を
訪
問
、
研
修
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
斗
市
の
産
直
施

設
で
は
農
産
物
の
６
次
産
業

化
の
取
り
組
み
を
研
修
し
ま

し
た
。

（
報
告
の
詳
細
に
つ
い
て
は

２１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

３　
総
務
文
教
常
任
委
員

　
　
会
の
行
政
調
査

４　
産
業
厚
生
常
任
委
員

　
　
会
の
行
政
調
査
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一般質問　

おおえのここはどうする？
　一般質問は、議員にとって住民からの重大な関心と期待を持たされる大事な議員活動の場です。町政全
般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求める議員自らの政策提言を行うものです。
　（本会議場での持ち時間は１人１時間）

ページ 質問者（登壇順） 質　　　　問　　　　項　　　　目

15 土田　勵一 １．野球場の夜間照明ポールの塗装について
２．仮称「舟唄・左澤歴史館」の施設提言

16 結城岩太郎
１．防災重視の公園整備について
２．感震ブレーカーの導入について
３．ラッピングバスで大江町のＰＲを

17 毛利登志浩 １．貧因児童の実態と対応策について
２．新教育長の教育行政に対する所信を問う

18 関野　幸一 スクールバスを部活動にも利用できないか

19 宇津江雅人 １．観光歴史資料館（仮称）の建設を
２．新規就農者への支援について

次回定例会は、
12月開催予定です。

ぜひ傍聴においでください。

議会中継インターネットを配信しております。
お忙しい時など是非ご視聴ください。
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観
光
を
活
か
し
て
発
展

し
て
い
く
に
は
、
歴
史

を
積
み
重
ね
て
行
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
と
思
う
。

　

旧
き
ら
や
か
銀
行
大
江
支

店
跡
地
の
利
用
は
、
今
が
チ

ャ
ン
ス
、
活
か
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

旧
き
ら
や
か
銀
行
大
江

支
店
に
つ
い
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
交
流
会
に
お
い
て

意
見
を
ま
と
め
て
き
た
中
で

は
、
施
設
の
利
活
用
目
的
を

①
「
多
く
の
人
が
集
い
、
語

り
合
え
る
場
所
」
②
「
街
な

か
に
人
の
流
れ
を
産
む
場

所
」
③
「
も
の
・
し
ご
と
・

ひ
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
場
所
」
と
し
て
利
活
用
を

国
の
重
要
文
化
的
景
観

の
選
定
を
受
け
て
以
来
、

本
町
へ
の
来
訪
者
が
増
え
、

街
中
を
散
策
し
て
い
る
観
光

客
の
姿
を
度
々
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
町
の
玄
関
口
と
し
て
、

道
の
駅
と
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
観
光
案
内
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
日
曜
、
祝
日
な

ど
の
対
応
は
ま
だ
十
分
で
は

な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
物
産
的
な
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
、今
後
、交
流
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
駅
前
公
有
地

の
活
用
の
在
り
方
を
も
含
め

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ここが聞きたい

土田　勵一 議員

野球場の夜間照明ポールが錆びている

教育長／今のところ危険性はない

野
球
場
に
夜
間
照
明
を

設
置
し
て
か
ら
、
約
３５

年
が
経
過
し
て
い
る
。
錆
が

酷
く
な
っ
て
来
て
お
り
、
老

朽
化
を
防
ぎ
維
持
す
る
た
め

に
は
、
な
る
べ
く
早
く
塗
装

を
実
施
し
た
方
が
良
い
の
で

は
な
い
か
。

照
明
塔
ポ
ー
ル
の
塗
装

に
つ
い
て
は
、
半
永
久

的
に
鋼
材
を
保
護
す
る
工
法

と
し
て
当
時
主
流
だ
っ
た

「
こ
げ
茶
色
の
保
護
錆
」
を

施
し
、
そ
れ
以
上
、
錆
び
な

く
す
る
工
法
を
採
用
し
て
お

り
ま
す
。

　

業
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

危
険
性
を
伴
う
ほ
ど
の
腐
食

状
態
で
は
な
い
も
の
の
、
管

理
面
で
も
景
観
的
に
も
好
ま

し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後

計
画
的
か
つ
適
正
な
修
繕
を

行
い
、
長
寿
命
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

質
問

町
長

７
月
２０
日
に
、
北
海
道

江
差
町
を
訪
れ
、
行
政

調
査
、
視
察
を
行
っ
た
。
観

光
を
重
要
視
し
て
い
る
町
で

「
江
差
追
分
会
館
」
で
は
、

一
日
に
３
回
「
正
調
江
差
追

分
節
」
を
披
露
し
、
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
に
祭
り
の
賑
わ
い

を
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

　

左
澤
の
歴
史
と
観
光
の
案

内
所
、
カ
フ
ェ
＆
レ
ス
ト
ラ

ン
、
お
土
産
売
り
場
、
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
の
４
つ
を
備
え

た
観
光
Ｐ
Ｒ
の
拠
点
と
な
る

仮
称
「
舟
唄
・
左
澤
歴
史

館
」
を
整
備
し
、
観
光
振
興

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

町
長

質
問

教
育
長

仮
称「
舟
唄・左
澤
歴
史
館
」の

施
設
提
言

町
長
／
観
光
案
内
機
能
等
総
合
的
に
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

質
問

図
る
事
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
は
、
①
観
光
機

能
、
②
カ
フ
ェ
と
し
て
の
軽

食
な
ど
の
提
供
、
③
特
産
品

の
展
示
、
販
売
を
提
供
す
る

項
目
と
し
て
捉
え
て
お
り
、

そ
う
し
た
意
味
で
は
土
田
議

員
の
提
言
に
添
っ
た
施
設
で

は
な
い
か
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。映

像
で
街
の
観
光
情
報

を
町
内
外
の
人
に
見
て

も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

確
か
に
、
町
と
し
て
こ

の
件
に
関
し
て
は
、
遅

れ
て
い
る
と
い
う
認
識
は
否

め
な
い
と
理
解
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
は
、
テ
ル
メ
温
泉

の
売
店
の
上
部
で
テ
レ
ビ
映

像
を
流
し
て
い
る
く
ら
い
で

す
。
で
き
る
な
ら
ば
、
ア
ウ

ト
ド
ア
に
設
置
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
費
用
の
面
か

ら
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ

り
ま
す
。

質
問

町
長

町民野球場の照明灯

江差追分会館のマスコット人形
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一般質問　

結城 岩太郎 議員

防災重視の公園整備を

町長／建物が倒壊した際に役立ち、検討したい

住
宅
密
集
地
に
防
災
を

重
視
し
た
一
時
避
難
場

所
と
し
て
、
か
ま
ど
に
も
な

る
ベ
ン
チ
、
ソ
ー
ラ
ー
式
照

明
灯
、
多
目
的
シ
ェ
ル
タ
ー

に
早
変
わ
り
す
る
あ
ず
ま
や

な
ど
を
備
え
た
先
進
的
な
防

災
重
視
の
公
園
を
必
要
と
考

え
る
が
。

町
内
に
避
難
場
所
と
し

て
、
１５
ヶ
所
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
会
館
に
も
防
災

倉
庫
を
整
備
し
、
防
災
用
資

機
材
を
備
蓄
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
指
定
収
容
避
難
所

に
指
定
さ
れ
る
建
物
が
崩
壊

し
た
際
に
役
立
つ
た
め
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
地

震
発
生
時
に
起
き
る
火

災
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
に
有
効
な
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

大
江
町
と
し
て
も
路
地
が

狭
く
、
木
造
家
屋
が
集
中
し

て
い
る
地
区
や
、
住
宅
密
集

地
を
地
震
火
災
重
点
推
進
地

区
に
指
定
す
る
等
し
て
、
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
指
定
地
区

に
無
料
配
布
す
る
取
り
組
み

を
伺
う
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
火

災
防
止
効
果
が
高
く
、

各
家
庭
へ
の
普
及
は
望
ま
し

い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

町
内
に
も
、
路
地
が
狭
く

木
造
家
屋
が
集
中
し
て
い
る

エ
リ
ア
や
住
宅
密
集
エ
リ
ア

が
左
沢
地
区
を
中
心
に
あ
り

ま
す
が
、
一
気
に
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
を
無
料
配
布
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検

討
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

質
問

質
問

質
問
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
は
、

大
き
な
車
体
全
体
を
広

告
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、

非
常
に
人
目
に
つ
き
や
す
く
、

町
中
を
走
る
こ
と
で
広
告
自

身
が
移
動
し
な
が
ら
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
江
町
の
Ｐ
Ｒ
を
自
前
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
走
る
広
告

と
し
て
県
内
、
県
外
を
走
ら

せ
て
は
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

町
長
／
家
庭
へ
の
普
及
は
望
ま
し
い

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
で
大
江
町
の
Ｐ
Ｒ
を

町
長
／
可
能
性
を
模
索
す
る

走る広告塔で町のPRを

感震ブレーカーで火災防止を

町
長

町
長

町
長
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
は
、

走
る
広
告
塔
と
し
て
の

役
割
は
期
待
で
き
ま
す
が
、

重
要
文
化
的
景
観
の
国
選
定

を
受
け
て
い
る
本
町
と
し
て

も
一
考
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

　

費
用
と
効
果
の
両
面
か
ら

そ
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い

き
ま
す
。
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ここが聞きたい

毛利 登志浩 議員

貧困児童の実態と対応策は

町長／実態把握は難しいがサポートしていく

戦
後
７１
年
、
日
本
経
済

は
、
高
度
成
長
か
ら
安

定
成
長
へ
。
そ
し
て
日
本
社

会
は
、
世
界
の
中
で
も
安
全

で
暮
ら
し
や
す
く
、
文
化
を

重
ん
じ
る
豊
か
な
国
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
豊
か
さ
の
裏
側

に
は
貧
富
の
格
差
が
生
ま
れ
、

様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

あ
る
意
味
で
物
が
あ
ふ
れ
、

豊
か
な
地
域
社
会
を
構
築
し

て
き
た
と
い
え
る
が
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
あ
る
意
味
で
は
、

中
流
家
庭
と
い
う
認
識
の
も

と
に
暮
ら
し
て
い
る
。
し
か

し
、
家
族
三
世
代
同
居
社
会

か
ら
核
家
族
化
へ
移
行
し
て

い
る
現
在
、
一
方
で
は
、
晩

婚
化
に
加
え
て
、
離
婚
率
の

増
加
も
否
め
な
い
。
こ
の
こ

と
は
、
本
町
で
も
例
外
で
は

な
い
。

　

こ
う
し
た
中
、
新
た
な
問

題
と
し
て
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
る
の
が
「
貧
困
児
童
」

と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代

で
も
放
映
さ
れ
た
が
、
厚
生

労
働
省
の
調
べ
に
よ
る
と
何

と
６
人
に
１
人
が
こ
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
町
の
実
態
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
現
在
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な

方
向
性
を
取
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
町
長
の
所
見
を
問

う
。

経
済
的
、
精
神
的
、
社

会
的
な
貧
困
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
与
え
ら
れ
る
側

の
苦
し
み
を
認
識
し
な
が
ら
、

学
校
生
活
の
中
で
ど
の
部
分

の
支
援
が
必
要
な
の
か
、
給

食
費
の
全
額
援
助
等
を
含
め

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
２７
年
４
月
、
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
よ
り
、
教
育
委
員
長
の
職

が
な
く
な
り
、
教
育
長
が
教

育
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
施

策
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
任
命
権
者
が
首
長
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
教
育
分
野

へ
の
提
言
、
あ
る
い
は
方
向

性
に
つ
い
て
、
首
長
が
主
宰

す
る
「
教
育
総
合
会
議
」
で

教
育
行
政
の
指
針
と
な
る
大

綱
を
定
め
、
首
長
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
理
解
し
て

い
る
。

　

教
育
現
場
は
、
小
学
校
教

育
の
中
で
、
英
語
教
育
を
重

視
す
る
方
向
に
あ
る
。
ま
た
、

中
学
校
で
は
、
少
子
化
の
中

で
集
団
生
活
や
団
体
活
動
の

重
要
性
や
補
完
授
業
の
必
要

性
、
地
元
県
立
左
沢
高
等
学

校
へ
の
支
援
、
町
民
大
学
開

質
問

校
な
ど
に
よ
る
社
会
教
育
の

推
進
、
人
口
減
少
に
伴
う
社

会
体
育
の
振
興
を
ど
の
よ
う

に
推
進
す
る
の
か
等
、
課
題

が
山
積
み
だ
と
思
う
が
、
犬

飼
教
育
長
の
熱
い
情
熱
と
行

動
力
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が

大
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
犬
飼

教
育
長
の
教
育
行
政
に
向
か

う
姿
勢
を
聞
き
た
い
。

　

な
お
、
教
育
総
合
会
議
が

設
置
さ
れ
た
と
思
う
が
、
教

育
全
般
に
わ
た
っ
て
ど
の
よ

う
な
視
点
で
何
を
重
点
的
に

推
進
し
て
い
く
の
か
、
町
長

の
所
見
を
問
う
。

本
町
の
教
育
全
般
に
係

る
教
育
振
興
計
画
の
基

本
目
標
で
あ
る
共
生
教
育
の

推
進
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
特
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
社
会
に
対
応
し
て
異
文
化

教
育
の
推
進
、
重
要
文
化
的

町
長

教
育
長

新
教
育
長
の
教
育
行
政
に
対
す

る
所
信
を
問
う

教
育
長
／
本
町
の
教
育
振
興
計
画
の
共

生
教
育
を
基
本
に
進
め
て
い
く

質
問

景
観
選
定
に
よ
る
ふ
る
さ
と

教
育
の
推
進
、
さ
ら
に
は
、

町
民
大
学
の
開
校
に
よ
る
生

涯
教
育
等
、
新
し
い
分
野
の

開
拓
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
の
連
携

を
密
に
し
て
、
教
育
長

の
所
信
を
具
現
化
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
。

町
長

元気な交流事業です
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一般質問　

関野　幸一 議員

スクールバスを部活動にも利用できないか

教育長／利用できないか前向きに検討します

本
町
の
、
教
育
環
境
は

関
係
各
位
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
か
な
り
整
っ
て
い
る

と
理
解
す
る
。
中
学
生
と
い

う
多
感
な
時
期
に
ア
メ
リ
カ

の
モ
ン
タ
ナ
州
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
な
が
ら
、
国
際
力

を
身
に
つ
け
、
一
方
で
は
、

修
学
旅
行
時
、
上
野
公
園
で

の
合
唱
後
に
、
３
年
生
全
員

が
、
一
生
懸
命
、
町
の
Ｐ
Ｒ

を
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
海

外
や
国
内
で
も
、
物
お
じ
す

る
こ
と
の
な
い
、
生
徒
な
り

の
国
際
交
流
は
、
こ
れ
か
ら

の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
役
に

立
つ
こ
と
は
、
間
違
い
な
い

も
の
と
確
信
す
る
。

　

運
動
の
面
は
ど
う
だ
ろ
う

か
、
中
体
連
の
結
果
を
聞
い

て
も
、
頑
張
っ
て
い
る
け
ど

な
か
な
か
結
果
に
結
び
つ
か

な
い
と
、
そ
れ
で
も
、
最
近

個
人
競
技
で
、
東
北
、
全
国

大
会
に
出
場
す
る
選
手
が
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
中
学
校

の
部
活
動
で
の
練
習
試
合
、

大
会
参
加
等
の
送
迎
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

現
在
、
部
活
動
で
の
練
習

試
合
や
大
会
等
へ
の
送
迎
は

原
則
保
護
者
と
い
う
こ
と
で

認
識
し
て
い
る
が
、
土
曜
、

日
曜
日
の
送
迎
が
大
変
だ
と

い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。

ま
た
、
遠
方
の
大
会
へ
出
か

け
る
こ
と
も
あ
る
と
聞
く
が
、

そ
の
よ
う
な
時
は
、
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
等
を
借
り
て
出
か
け

質
問

る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
う
な

る
と
保
護
者
の
方
の
金
銭
的

な
負
担
も
大
き
く
な
る
。
頑

張
る
生
徒
た
ち
の
た
め
保
護

者
は
や
り
繰
り
し
な
が
ら
、

一
生
懸
命
応
援
し
て
い
る
。

部
活
動
に
も
さ
ら
な
る
サ
ポ

ー
ト
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

幸
い
、
町
で
は
４
月
か
ら

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
町
営
バ
ス

が
分
割
さ
れ
運
行
し
て
お
り
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
原
則
土
、

日
は
運
行
し
て
い
な
い
と
思

う
。
部
活
動
で
の
練
習
試
合
、

大
会
等
へ
の
送
迎
で
使
う
こ

と
が
で
き
な
い
の
か
。
西
村

山
管
内
の
中
学
校
で
は
、
毎

回
は
使
え
な
い
が
、
年
に
数

回
は
使
え
る
と
聞
く
。
全
て

の
部
活
動
で
使
う
こ
と
は
難

し
い
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら

の
、
大
江
町
の
生
徒
た
ち
の

た
め
に
、
前
向
き
な
答
弁
を

聞
き
た
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い

て
は
遠
距
離
通
学
者
の

登
下
校
に
向
け
運
行
し
て
い

る
の
は
ご
承
知
の
通
り
、
ま

た
地
域
に
出
向
い
て
の
校
外

教
育
長

学
習
で
は
生
徒
た
ち
の
安
全

な
移
動
の
た
め
に
利
用
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
体
連

や
新
人
戦
、
県
大
会
な
ど
で

も
子
供
の
送
迎
を
し
て
い
ま

す
。
中
学
に
は
１１
の
部
活
動

が
あ
り
、
町
外
の
練
習
試
合

に
出
か
け
て
る
の
は
、
１０
の

部
活
で
す
。

　

送
迎
は
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ

の
負
担
が
大
き
い
と
い
う
の

も
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
関
し

て
は
、
保
護
者
の
送
迎
面
で

の
負
担
も
考
慮
し
、
一
定
程

度
部
活
動
の
練
習
試
合
等
で

利
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

た
だ
、
部
に
よ
っ
て
練
習

試
合
数
に
差
が
あ
り
、
バ
ス

の
台
数
に
も
限
り
が
あ
る
た

め
、
今
後
の
練
習
試
合
の
在

り
方
も
含
め
て
、
中
学
校
及

び
保
護
者
と
検
討
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

ユニフォーム姿で乗車
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ここが聞きたい

宇津江 雅人 議員

観光歴史資料館（仮称）の建設を

町長／近江八幡市の事例を学び検討したい

町
を
訪
れ
る
客
は
、
県

内
で
初
め
て
国
選
定
さ

れ
た
重
要
文
化
的
景
観
の
町

で
あ
る
た
め
、
期
待
を
持
ち

合
わ
せ
な
が
ら
来
町
さ
れ
る

と
考
え
る
。

　

国
選
定
さ
れ
て
か
ら
の
町

歩
き
観
光
客
の
推
移
は
、
選

定
前
と
比
較
し
、
ほ
ぼ
２
倍

以
上
の
来
客
数
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
の
役
割
を
鑑
み
、

観
光
歴
史
資
料
館
な
ど
の
建

設
に
つ
い
て
伺
う
。

駅
前
公
有
地
に
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
系
の
事
業
者

の
進
出
が
白
紙
と
な
り
ま
し

た
。
観
光
歴
史
資
料
館
の
よ

う
な
も
の
を
含
め
て
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
重

要
文
化
的
景
観
の
意
味
を
ど

う
捉
え
る
の
か
、
今
後
、
ど

れ
だ
け
の
時
間
を
か
け
て
整

備
し
て
い
く
の
か
問
わ
れ
ま

す
。

　

第
１
に
重
要
な
こ
と
は
、

指
定
さ
れ
た
建
築
物
を
年
次

計
画
を
た
て
保
存
し
て
行
く

こ
と
で
す
。

　

第
２
は
、
町
民
に
賛
同
を

い
た
だ
き
、
文
化
と
い
う
重

要
文
化
的
景
観
の
意
味
を
子

ど
も
や
隣
接
市
町
村
あ
る
い

は
県
民
に
伝
え
て
い
く
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
観
光
歴
史
資
料
館

な
ど
の
館
と
い
う
課
題
に
対

し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
整
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宝
が
あ

り
ま
す
。
文
化
、
歴
史
、
観

光
に
関
わ
る
材
料
の
整
理
に

難
渋
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
何
が
で
き
る
の

か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
駅
前
公
有
地

に
、
カ
フ
ェ
な
ど
を
併

設
し
た
観
光
歴
史
資
料
館
は
。

町
民
か
ら
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
古
民
具
の
展

示
を
駅
前
に
可
能
な
の
か
、

ま
た
、
城
下
町
、
山
城
等
を

含
め
た
重
要
文
化
的
景
観
の

展
示
は
、
簡
単
な
事
業
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
近
江
八

幡
市
の
事
例
を
学
び
な

が
ら
決
定
し
て
い
き
ま

す
。

質
問

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
、
新
規
就
農
者
が

生
産
し
た
商
品
を
推
奨
す
る

考
え
は
。

「
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く

り
寄
附
協
賛
事
業
者
募

町
長

町
長

町
長

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

町
長
／
円
滑
に
就
農
で
き
る
よ
う
尽
力

し
て
い
く

質
問

質
問

集
要
領
」
を
定
め
、
新
規
就

農
者
の
方
に
も
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
に
参
入
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
今
年
度
７
月
よ

り
整
備
し
て
お
り
ま
す
。

農
機
具
の
購
入
に
つ
い

て
は
。

中
古
の
農
機
具
を
想
定

し
て
お
り
、
計
画
と
し

て
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
、

ト
ラ
ク
タ
ー
、
選
果
機
等
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
や
農
地
の

賃
貸
は
。

耕
作
断
念
地
や
農
業
を

リ
タ
イ
ヤ
し
た
い
方
の

情
報
を
収
集
し
、
農
業
委
員

会
や
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
の
会
と
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

質
問

質
問

町
長

町
長

すももの収穫に励む

近江八幡市
歴史資料館

近江商人の
街並み
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環
境
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
宅
地
分
譲
は

思
わ
し
く
な
く
、
４
，
５
０

０
区
画
の
民
間
分
譲
は
、
１
，

６
６
５
区
画
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

　

議
会
運
営
に
つ
い
て
は
、

平
成
２０
年
６
月
か
ら
「
通
年

議
会
」
の
導
入
を
実
施
し
て

い
た
。
議
会
と
町
民
と
の
意

思
が
乖
離
せ
ず
、
常
に
町
民

の
思
い
を

感
じ
る
議

員
活
動
を

推
進
す
る

た
め
に
、

町
内
２０
会

場
で
議
会

懇
談
会
を

実
施
し
て

い
た
。
し

か
し
、
白

老
町
は
、

公
共
事
業

の
投
下
と

企
業
の
バ

委員会報告

見聞を広め・町づくり・委員会の行政調査
総務文教常任委員会

民
謡
「
江
差
追
分
」
の

町
を
訪
ね
る

調
和
の
あ
る

財
政
運
営
を
学
ぶ

　

７
月
２０
日
か
ら
２２
日
ま
で

北
海
道
江
差
町
と
北
海
道
白

老
町
に
視
察
し
た
。

　

江
差
町
は
、
人
口
８
，
１

０
９
人
、
世
帯
数
は
４
，
３

６
７
世
帯
で
あ
り
、
日
本
を

代
表
す
る
民
謡
「
江
差
追

分
」
が
生
ま
れ
た
町
で
あ
る
。

江
差
追
分
を
前
面
に
出
し
、

追
分
観
光
課
を
設
置
し
「
追

分
会
館
・
江
差
山
車
会
館
・

海
陽
丸
青
少
年
セ
ン
タ
ー
・

か
も
め
島
・
旧
桧
山
郡
役

所
」
な
ど
、
観
光
振
興
が
さ

れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
町
民
芸
団
体
連
絡

協
議
会
の
活
動
を
通
し
、
各

民
芸
を
保
存
・
普
及
に
努
め
、

江
差
追
分
会
館
で
は
年
間
１

８
６
日
実
施
し
、
追
分
踊
り

２６
日
間
の
実
演
を
行
う
な
ど

活
動
実
績
を
聞
き
、
感
動
を

覚
え
た
。

さ
ら
に
、

北
海
道
新

幹
線
の
開

通
に
よ
り
、

観
光
客
数

は
増
加
の

傾
向
に
あ

る
。

　

白
老
町
は
、
登
別
市
と
苫

小
牧
市
に
挟
ま
れ
て
い
る
。

町
名
の
由
来
は
、
ア
イ
ヌ
語

の
「
シ
ラ
ウ
オ
イ
」
（
ア
ブ

の
多
い
所
）
か
ら
命
名
さ
れ

た
。
人
口
は
１
７
，
９
８
８

人
で
町
と
し
て
は
多
い
。
一

番
多
か
っ
た
の
は
昭
和
６０
年

の
２
４
，
３
５
３
人
で
、
約

６
，
０
０
０
人
の
人
口
減
少

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

住
宅
施
策
に
つ
い
て
、
大

昭
和
製
紙
の
企
業
誘
致
に
成

功
し
最
大
２
，
０
０
０
人
の

雇
用
が
確
保
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
の
た
め
土
地
区
画
整
理
を

設
立
３４�

ha
（
１１
億
２
，
０
０

０
万
円
）
、
町
の
住
宅
団
地

分
譲
（
１
，
２
０
９
区
画
・

２４�
ha
）
、
民
間
に
よ
る
住
宅

団
地
の
整
備
（
４
，
５
０
０

区
画
）
と
大
規
模
な
宅
地
開

発
を
昭
和
４０
年
代
か
ら
６０
年

に
か
け
て
実
施
し
て
い
る
。

同
時
に
町
は
、
公
共
下
水
道

事
業
・
水
道
配
水
管
事
業
等

ブ
ル
時
代
の
崩
壊
に
よ
る
不

振
で
町
の
財
政
事
情
が
低
下

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
料

す
る
。
ま
た
、
定
数
１４
人
に

対
し
て
５
つ
の
会
派
が
あ
り
、

通
年
議
会
を
開
催
し
て
い
た
。

２
つ
の
町
を
視
察
し
て
、
大

江
町
は
、
あ
る
程
度
、
健
全

財
政
を
維
持
し
て
い
る
が
、

決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。

　

身
の
丈
に
合
っ
た
、
調
和

の
あ
る
財
政
運
営
の
中
で
、

活
力
に
満
ち
た
町
づ
く
り
を
、

町
民
と
と
も
に
推
進
す
べ
き

と
改
め
て
感
じ
た
。

江差追分会館で説明を受ける
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見聞を広め・町づくり・委員会の行政調査
産業厚生常任委員会

日
本
農
業
優
秀
賞
の
町

を
訪
ね
る

　

７
月
１９
日
に
、
日
本
農
業

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
北
海
道

仁
木
町
を
視
察
し
た
。

調
査
の
概
要　

仁
木
町
は
、

余
市
町
や
俱
知
安
町
に
隣
接

し
、
余
市
川
に
沿
っ
て
広
が

る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

農
村
地
で
あ
る
。
総
面
積
は
、

ほ
ぼ
大
江
町
と
同
じ
で
人
口

は
３
，
４
０
１
人
で
あ
る
。

調
査
の
結
果　

耕
地
面
積
は

１
，
５
３
０
ha
で
、
サ
ク
ラ

ン
ボ
２
０
２
．
４
ha
、
生
食

用
ブ
ド
ウ
３
２
０
．
２
ha
、

プ
ル
ー
ン
５４
．
５
ha
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
４３�

ha
は
道
内
生
産
１

位
、
西
洋
ナ
シ
１６
．
４
ha
は

第
２
位
の
生
産
地
に
な
っ
て

い
る
。
平
成
２７
年
度
、
主
な

農
産
物
の
販
売
は
４１
億
円
に

な
っ
て
い
る
。

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、
平
成
２７

年
度
に
は
約
２４
億
６
，
０
０

０
万
円
の
売
り
上
げ
記
録
、

第
３４
回
の
日
本
農
業
優
秀
賞

や
第
９
回
ホ
ク
レ
ン
夢
大
賞

を
受
賞
し
全
国
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。

　

６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組

み
は
「
余
市
・
仁
木
ワ
イ
ン
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
推
進
や
菓
子
メ
ー

カ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
サ
ク

ラ
ン
ボ
を
使

用
し
た
「
北

の
散
歩
道
」

販
売
な
ど
、

地
元
農
産
物

を
活
用
し
た

取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、

参
考
に
し
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ

た
。

　

ま
た
、
新

規
就
農
者
の

受
け
入
れ
に

力
を
入
れ
て

お
り
、
現
在

新
規
就
農
者

は
４４
人
で
外
国
人
技
能
実
習

生
が
１
５
０
人
、
主
に
ミ
ニ

ト
マ
ト
農
家
と
し
て
約
１
，

０
０
０
万
円
の
収
入
を
支
え

て
い
る
。
施
設
園
芸
ハ
ウ
ス

に
５０
％
の
助
成
や
空
き
家
バ

ン
ク
の
活
用
な
ど
、
行
政
か

ら
の
支
援
策
が
多
岐
に
及
び
、

充
実
し
て
い
る
こ
と
が
就
農

者
の
定
着
に
結
び
つ
い
て
い

る
と
考
え
る
。

７
月
２１
日
に
北
海
道　
北
斗

市
産
直
、
Ｊ
Ａ
は
こ
だ
て

「
あ
ぐ
り
へ
い
屋
」
を
視
察

調
査
の
概
要

　

平
成
２４
年
７
月
に
施
設
を

改
修
し
、
リ
ニ
ュ
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　

看
板
グ
ル
メ
メ
ニ
ュ
ー
は

地
元
産
を
使
用
し
た
、
①
ト

マ
ト
ミ
ッ
ク
ス
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
、
②
ト
マ
ト
シ
ェ
イ

ク
③
ト
マ
ト
カ
レ
ー
④
地
元

産
黒
毛
和
牛
の
焼
き
肉
丼
⑤

ふ
っ
く
り
ホ
ッ
キ
焼
き
飯
⑥

寿
司
等
々
。

　

平
成
２７
年
度
の
総
売
り
上

げ
１
億
５
，
３
６
５
万
円
、

販
売
客
数
７
９
，
０
０
０
人
。

調
査
の
結
果

　

感
心
し
た
の
は
、
①
品
ぞ

ろ
え
の
多
さ
、
②
感
性
を
揺

さ
ぶ
る
よ
う
な
文
面
で
購
買

力
を
高
め
て
い
る
。
例
え
ば

「
シ
ャ
ッ
キ　

シ
ャ
ッ
キ
レ

タ
ス
・
朝
採
り
新
鮮
な
す
・

ふ
っ
く
り
ん
こ
米
な
ど
」

③
職
員
の
方
が
、
熱
い
夢
と

希
望
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

④
生
産
農
家
と
の
協
力
、
連

携
が
強
固
で
あ
り
シ
ス
テ
ム

化
し
て
い
る
。

⑤
通
年
販
売
し
て
お
り
、
現

状
に
満
足
し
な
い
前
向
き
な

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
成
功
の

鍵
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

大
江
町
の
道
の
駅
や
、
温

泉
な
ど
の
販
売
所
に
は
見
習

う
こ
と
の
多
い
視
察
研
修
で

し
た
。

JAはこだて「あぐりへい屋」
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や
ま
が
た
地
鶏
の
販
売
促
進
を
強
化
！

平
成
２８
年
度
村
山
地
域
森
の
感
謝
祭

 

食
鳥
処
理
施
設
の
開
所

　

８
月
２５
日
に
、
富
沢
区
に

建
設
中
で
あ
り
ま
し
た
「
や

ま
が
た
地
鶏
食
鳥
処
理
施

設
」
が
完
成
し
、
や
ま
が
た

地
鶏
に
関
係
す
る
県
職
員
や

会
津
地
鶏
み
し
ま
や
社
長
等

４０
人
の
出
席
を
得
、
開
所
式

の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

木
造
平
屋
で
、
延
べ
床
面

積
は
約
１
０
０
㎡
で
、
町
産

の
西
山
杉
を
外
壁
に
使
い
、

木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

 

左
沢
小
学
生
が
緑
の
誓
い

　

村
山
地
域
（
七
市
七
町
）

で
組
織
す
る
村
山
地
域
森
の

感
謝
祭
実
行
委
員
会
（
会
長

加
藤
祐
悦
村
山
総
合
支
庁

長
）
が
主
催
す
る
「
村
山
地

域
森
の
感
謝
祭
」
が
９
月
２４

日
、
本
町
の
大
山
自
然
公
園

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
森

の
感
謝
祭
は
、
村
山
地
域
の

市
町
村
持
ち
回
り
で
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
今
年
度
は

大
江
町
が
当
番
で
開
催
さ
れ
、

小
野
議
長
を
は
じ
め
全
議
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

緑
豊
か
な
自
然
に
感
謝
し
、

森
を
守
り
・
育
て
る
こ
と
の

重
要
性
を
広
く
訴
え
、
美
し

く
住
み
よ
い
郷
土
の
創
造
を

目
指
し
て
、
住
民
参
加
に
よ

る
幅
広
く
推
進
し
て
い
く
た

め
開
催
す
る
も
の
で
、
村
山

地
域
の
関
係
者
約
３
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
中
は
、
地
鶏
の
羽

や
内
臓
を
取
り
除
く
「
食
鳥

処
理
エ
リ
ア
」
と
処
理
後
の

鶏
肉
を
部
位
ご
と
に
切
り
分

け
る
「
食
肉
処
理
エ
リ
ア
」

に
別
れ
て
い
ま
す
。

　

総
事
業
費
は
３
，
９
５
１

万
円
。

　

や
ま
が
た
地
鶏
の
専
用
施

設
の
た
め
、
も
つ
や
、
は
つ

と
い
っ
た
希
少
部
位
の
提
供

が
し
や
す
く
な
る
ほ
か
、
肉

質
の
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
処

理
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
大
江
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｏ

－

Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
「
ス
マ
イ

ル
」
の
皆
さ
ん
約
３０
人
が
元

気
の
よ
い
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
を

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
長
年
杉
苗
木
の
生

産
に
携
わ
り
、
森
林
再
生
に

貢
献
さ
れ
た
大
沼
健
蔵
さ
ん

（
沢
口
）
が
功
労
者
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
緑
の
誓
い
」
を

大
江
町
緑
の
少
年
団
で
、
左

沢
小
学
校
４
年
伊
藤
莉
々
さ

ん
（
一
区
）
と
庄
司
美
結
さ

　

式
典
終
了
後
、
テ
ル
メ
柏

陵
健
康
温
泉
館
に
お
い
て
、

や
ま
が
た
地
鶏
の
試
食
会
が

開
か
れ
、
肉
質
の
柔
ら
か
い

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味
に
出
席
者

は
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ん
（
藤
田
）
が
朗
誦
し
て
く

れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
、

参
加
者
に
よ
る
散
策
路
へ
の

チ
ッ
プ
し
敷
設
を
行
い
、
心

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
総
面
積
の
約
８

割
が
森
林
面
積
で
、
良
質
な

西
山
杉
の
産
地
で
あ
り
ま
す
。

緑
は
き
れ
い
な
空
気
を
つ
く

り
、
落
葉
は
、
良
質
な
土
壌

を
育
み
ま
す
。
森
は
、
き
れ

い
な
水
を
私
た
ち
に
恵
ん
で

く
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
か
け
が

え
の
な
い
森
林
、
森
を
私
た

ち
は
、
守
り
育
て
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

食鳥処理施設（富沢区内）

処理施設の内部

功労者表彰を受ける大沼健蔵氏
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平
成
２８
年
度
村
山
地
方
町
村
議
会
議
長
会

議
員
合
同
研
修
会

　

議
会
傍
聴
に
は
、
以
前
か
ら
興
味
は
あ

り
ま
し
た
が
、
今
年
３
月
の
定
例
会
で
初

め
て
実
現
で
き
ま
し
た
。
私
の
貴
重
な
１

票
を
投
じ
た
議
員
の
皆
さ
ん
が
、
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
ち
活
動
・
実
行
し
て
い
る

の
か
実
際
に
見
て
聞
き
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。

　

当
日
、
傍
聴
の
手
続
き
を
し
、
各
議
員

の
一
般
質
問
等
の
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
た

用
紙
を
い
た
だ
き
、
初
め
て
誰
が
ど
の
よ

う
な
質
問
す
る
の
か
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
思
っ
た
の
は
、
一
般
質
問
等
の

内
容
資
料
を
事
前
に
公
表
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
・
・
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

素
人
の
考
え
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
自

分
が
選
ん
だ
議
員
の
質
問
が
事
前
に
分
か

れ
ば
、
も
っ
と
関
心
が
出
て
く
る
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

　

議
場
内
に
入
っ
た
時
は
、
少
し
緊
張
感

が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
な
じ
み
の
顔
ぶ
れ

の
方
々
で
し
た
の
で
、
一
瞬
に
し
て
消
え

ま
し
た
。

　

町
内
外
を
見
渡
し
、
町
民
の
声
・

思
い
を
聞
き
、
活
動
し
て
い
る
議
員

の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
い
っ
そ
う
の
頑
張
り
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

佐
竹　

と
み
子
（
美
郷
区
）

議
会
傍
聴
に
際
し
て

地
方
公
会
計
の

意
義
を
学
ぶ

　

村
山
地
方
の
７
町
で
組
織

す
る
村
山
地
方
町
村
議
会
の

合
同
研
修
会
が
、
９
月
２１
日
、

大
石
田
町
役
場
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に

税
理
士
法
人
あ
さ
ひ
会
計
、

公
認
会
計
士
・
税
理
士
の
田

牧
大
祐
氏
を
招
い
て
、
～
新

地
方
公
会
計
と
は
～
「
制
度

概
要
の
再
認
識
と
そ
の
活
用

方
法
」
と
題
し
て
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
の
予
算
・
決
算
に
つ
い

て
は
現
在
、
現
金
収
支
を
議

会
で
審
議
し
、
適
正
・
確
実

な
執
行
を
図
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
現
金
主
義
会
計
を
採

用
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

国
の
多
大
な
債
務
と
、
地
方

自
治
体
の
複
雑
か
つ
多
様
な

行
政
需
要
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
平
成
３０
年
３
月
末
ま

で
、
現
金
会
計
を
補
完
す
る

「
貸
借
対
照
表
」
「
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
」
「
純
資
産
変

動
計
算
書
」
「
資
金
収
支
計

算
書
」
等
を
補
完
し
、
発
生

主
義
会
計
を
取
り
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
財
政
再

建
団
体
に
あ
る
北
海
道
夕
張

市
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

詳
し
い
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
氏
か
ら
は
、
今
後
減
少

す
る
人
口
に
伴
う
税
収
の
減

少
、
国
の
債
務
超
過
に
よ
る

地
方
自
治
体
へ
の
普
通
交
付

税
の
減
少
が
始
ま
る
こ
と
や
、

こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た
道

路
・
橋
梁
、
ハ
コ
も
の
、
公

共
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
財
源
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、

各
自
治
体
の
財
政
状
況
を
的

確
に
把
握
し
、
事
業
配
分
の

適
正
化
が
求
め
ら
れ
る
と
力

説
さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
町
の
財
政
は
、
今
回

の
決
算
状
況
を
見
て
み
る
と
、

公
債
残
高
、
公
債
費
率
、
基

金
残
高
な
ど
、
安
定
し
た
財

政
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
活
力
あ
る
安
定
し

た
町
づ
く
り
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
慎
重
か
つ
適

正
な
財
政
運
営
を
、
議
会
と

し
て
も
さ
ら
な
る
緊
張
感
を

も
っ
て
対
応
し
、
町
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
再
認
識
し

ま
し
た
。

講師：田牧　大祐 氏

議場に飾られた町の農産物
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本
郷
東
小
学
校
の
帰
り
に

黄
金
色
に
染
ま
っ
た
見
事
な

田
ん
ぼ
に
感
動
し
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
暑
い
日
が
続
き

猛
暑
と
な
り
、
９
月
は
例
年

以
上
に
台
風
が
上
陸
し
、
全

国
各
地
に
大
き
な
被
害
を
与

え
ま
し
た
。
幸
い
に
も
本
町

で
は
一
昨
年
の
よ
う
な
大
き

な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
、

作
物
の
管
理
が
大
変
な
年

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
町
の
新
し
い
公
民

館
「
ぷ
く
ら
す
」
が
７
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
町
の

西
山
杉
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ

れ
木
の
香
り
の
す
る
素
敵
な

図
書
館
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

見
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
読
書

の
秋
、
食
欲
の
秋
そ
れ
と
イ

ベ
ン
ト
の
秋
で
す
。「
ぷ
く

ら
す
」
で
本
を
読
ん
だ
後
、

町
内
の
秋
の
味
覚
に
舌
づ
つ

み
を
う
ち
、
秋
晴
れ
の
中
、

町
内
外
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
出
か
け
な
が
ら
、
思
い

思
い
に
体
を
動
か
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
（
記
・
関
野　

幸
一
）

☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆

【
発
行
責
任
者
】　

◆
議
　
　
長　

小
野　

祐
一

【
大
江
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

◆
委
員
長　

宇
津
江
雅
人

◆
副
委
員
長　

毛
利
登
志
浩

◆
委
　
　
員　

関
野　

幸
一

◆
委
　
　
員　

菊
地　

勝
秀

　

大
江
レ
ッ
ド
タ
イ
ガ
ー
ス
は
、
本
郷
東
小
学

校
・
左
沢
小
学
校
２
校
の
児
童
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
１
年
生
１
人
・
２
年
生
２
人
・
３
年
生
２

人
・
４
年
生
３
人
・
５
年
生
４
人
・
６
年
生
７
人

の
団
員
１９
人
で
活
動
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
野
球
チ
ー
ム
で
す
。

　

子
供
た
ち
が
大
好
き
な
野
球
を
通
し
て
学
校
生

活
や
家
庭
で
は
学
べ
な
い
勝
っ
た
時
の
本
当
の
嬉

し
さ
や
負
け
た
時
の
悔
し
さ
、
そ
し
て
先
輩
後
輩

の
付
き
合
い
方
や
あ
い
さ
つ
な
ど
を
青
空
の
下
で

楽
し
く
プ
レ
ー
を
し
な
が
ら
心
身
の
育
成
を
し
て

い
く
事
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
私
始
め
コ
ー
チ
陣
と
力

を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

学
年
が
違
っ
て
も
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
努

力
す
る
仲
間
が
い
ろ
ん
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
い

く
う
ち
に
友
情
以
上
の
大
切
な
何
か
を
感
じ
な
が

ら
日
々
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

学
年
や
立
場
を
超
え
て
仲
間
を
信
じ
、
思
い
や

り
励
ま
し
合
い
、
明
る
く
た
く
ま
し
く
元
気
に

育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

矢藤　　聡
（小見区）

大江レッドタイガース
監督

編
◆

集
◆

後
◆

記

私
も
ひ
と
こ
と

野球
野球

優勝を目指して頑張れ！！

議会だより　おおえ　第141号 24


